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業務再点検結果報告

組織名 関東森林管理局上越森林管理署 連絡先 025-524-2180

所管する 国有林野の管理経営、民有林の森林整備等の指導、治山事業の実施等
業務の概要

１．基本的な心構え・行動

・現在行っている取組や工夫 ・点検によって得られた課題とその改善策

(1) 業務における心構え
・接遇マニュアルの勉強会等を通じて、「私たち職員一人ひ ・外部説明用の資料の中には、専門用語が多く使用されて
とりの「接遇」の善し悪しが農林水産省のイメージに大きく いることから、「接遇」の際に使用し易いよう、それらを
影響を与えること」、「親切・丁寧・正直な農林水産省を実 可能な限り一般的な言葉に置き換えるなど、できるだけ簡
現するためには、私たち職員一人ひとりが優れた「接遇」を 単な表現に修正することとした。
身につける必要があること」、「優れた「接遇」のためには、
相手の立場に立って、親切・丁寧に応対すること基本であり、
「接遇」に終わりはないこと」、などを学んだ。

・よく森林組合と勘違いして来庁される者がいるが、門前払
いせず、まず用件を良く聞いてから相手方への橋渡しをする
ように取り組んでいる。

(2) 農林水産業の振興と消費者利益の関係
・公益的機能を重視した国有林の管理経営や国民の生命・財 ・地元および関係団体等と定期的に打ち合わせを行って
産を守る治山事業を進めており、「業の振興と消費者の利益 おり、常に国民視点に立った業務運営を行っている。今後
が一致しない場合」は基本的には無いが、生産事業の実施時 も継続して実施する予定である。
期と行楽シーズンが重なったことから、遊歩道管理者の意見
や地元の NPO 団体と調整を図り、実施時期の調整をしたケ
ースがあった。



(3) 国民の意見、要請、苦情に対する姿勢
・基本的には、地元からの要望等があった場合には、迅速に ・担当者不在の場合、要件の概略を聞き取った上で、「改
現地を確認する等、親切・丁寧に応対することとしている。 めて担当から連絡する」旨伝えるとともに、担当者に確実

に伝達するよう署内で統一的な対応を取ることとした。

(4) 国民への情報提供姿勢
・治山事業等の地元説明会や森林環境教育など、地元住民を ・パンフレットを作成する際には、より一層、写真や図
はじめ幅広い国民が参加する説明会やイベントを多数行って を有効に使い、わかりやすい内容になるよう努めるととも
いる。また、パンフレットや資料についても専門用語を使用 に、イベント開催時には、国有林に関する情報を、写真や
せず分かりやすく作成するよう心がけている。 パネル等でわかりやすく展示するよう努めることとした。

・署内には、一般の方々に森林に親しんで頂くための「レク ・レクリェーションの森のリフレッシュ対策の一環とし
レーションの森」を設定しているが、全てではないが、案内 て、地元自治体等と連携し、施設の点検を行い、腐朽した
標識が腐食するなど利用者に対して親切、丁寧で満足を得ら 標識の改修等のリフレッシュ対策に取り組むこととした。
れるものとはなっていなかった。

２．政策・事業等の企画立案・推進

・現在行っている取組や工夫 ・点検によって得られた課題とその改善策

(1) 政策のニーズ等の把握に向けた取組
・国有林に対する様々な要請に応えるため、地元説明会等の ・左記の取組により把握したニーズ等については、上局に
各種会合やイベント等を通じて、幅広い国民の皆様からニー 随時報告を行うとともに、可能なものは業務に反映させて
ズの把握に努めているところであり、具体的には以下のよう いるが、更なる緊密な連絡調整が必要。
な取組を行っている。
① 毎年「国有林野等所在市町村長有志協議会」を開催して
地元市町村のニーズを把握
②治山事業の実施に当たり、地元自治体や地元住民に対して
事業説明会を開催し、治山事業に対するニーズを把握



③ レク森見学会や森林環境教育などのイベント等を開催し、
一般の方の森林に対するニーズを把握
④ 県や市町村、林業事業体を対象とした地域のスギを考え
る検討会を開催し意見交換を行うことで、地域の林業関係者
の技術的な知見の共有を図る

(2) 関係部署との連携強化のための取組
・全職員数 18 名と極めて小規模であるため、署内の課間及 ・更なる連携強化を図るため、出署日に限らず、職員一人
び課内の連携は円滑に行われているが、出署日には、署長以 ひとりが、事務の進捗状況、懸案事項、今後の予定などに
下全職員による打ち合わせを実施し、全職員で署の懸案事項 ついて積極的に報告・相談できるよう、情報の共有化に一
についての認識の共有化を図っている。 層取り組むことが必要。

・砂防事務所、新潟県と連携するため、砂防調整会議や地元
地域振興局と担当者会議を実施している。

(3) 国民への政策等の説明方法
・ホームページ上で、管内概要（主なレクリェーション森や
治山事業の施工状況）等について、写真を多用しわかりやす
く掲載している。また、パンフレットも多数作成し、各種会
合等で配布するとともに、ホームページ上からもダウンロー
ド出来るようになっている。

・署内にはスキー場が多数あり、地元ではスキー人気の衰退
により、スキーシーズンはもとより、グリーンシーズンの集
客手法が地域の課題となっていた。その方法として、署内の
豊かな自然環境を有するレク森を整備し、地元及び遠方に対
しても広くＰＲ・活用されるように取り組んでいる。このた
めには関係機関との連携はもとより、地域住民に十分理解さ
れる取組である必要があることから、協議会を設立し地域一
体となった活動を展開できるよう工夫している。

３．リスク管理



・現在行っている取組や工夫 ・点検によって得られた課題とその改善策

(1) リスク管理の手順・ルール
・休日に対応を要する事案が発生したが、連絡体制を整備し ・連絡体制整備の重要性が再確認できたところであり、職
ていたため、署内や上局との連絡を円滑に行うことが出来、 員安否や被害調査に係る連絡体制に不備はないか、新たな
その重要性を再認識させられた。 目で再検証することとした。

・各種事業に係る事務手続を事後的にチェックするため、「業
務点検委員会」を署に設置しており、保安林等制限林に係る
事業等について定期的なチェックを行っている。

・外部からの苦情や陳情に対し一人で対応したり、一人で抱
えたりしないように、職場における報告・連絡・相談の徹底
を図っている。

(2) 過去の失敗や教訓の活用
・BSE、事故米レポートについて全職員で議論した。この問 ・現地の条件に応じた効果的な間伐等を行うことができる
題を森林管理署に当てはめれば、国民の共有財産である国有 よう、局から配布された「間伐等の手引き」を参考に OJT
林野をいかに国民目線で適切に管理経営していくかというこ 研修を実施することとした。また、技術的な観点に加え、
とと認識。このため常日頃から、国有林野の現状把握に一層 効率的な事業の実施という観点から、局と一体となりコス
努めるとともに、各種の会合やイベント等を通じて、国有林 ト等を踏まえた事業の検証を行うこととした。
に対する要望や期待の把握等に努めているところ。また、
現地の状況に応じた効果的な施業方法についても署内外で意
見交換を行っている。

・過去の教訓としては、保安林の未協議伐採をあげることが ・ヒヤリ・ハット事例が発生したことから、チェック表の
できる。これまで保安林や自然公園に係る手続きに誤りが生 再点検を実施することとした。
じないよう、再発防止に取り組んでいる。

４．食の安全に関する取組



・現在行っている取組や工夫 ・点検によって得られた課題とその改善策

・直接的には、食の安全に関する業務を所掌していないが、
森林整備により、より高度に発揮される水源かん養等の森林
の持つ公益的機能は、農業生産にも大きく貢献し、さらには
食の安全にも関わっていると考えている。

５．その他の重要な取組

・現在行っている取組や工夫 ・点検によって得られた課題とその改善策

・職員間で自由に意見が言える、風通しのよい明るい職場環
境をつくることが、業務を円滑に運営していく上で極めて重
要であることから、出署日に限らず気軽に話し合いが出来る
ような職場の雰囲気作りに努めている。


